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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 近年，HエA抗原と各種疾患感受性との相関が注目さ

れ，それら疾患の病因に関し，免疫遺伝的アプローチが

試みられている．一方，補体系蛋白であるC4， C2， C3，

C6， C8などに， genetic polymorphismの存在が知られ

ている．

 Properdin factor B（Bf）にもこれが存在し，その

Phen・typeを支配する遺伝子が， maj・r histocomPatibility

complexの中で， HLA－B locusと連鎖することが推定

．されている．本報告は，眼科領域で免疫反応の関与が

大きいと思われる内因性ぶどう膜炎の発症に，これら

Bf－phenotypeやHLA－A， B抗原の関与の有無を検討，

解析した．

 研究対象

 対象はすべて日本人で，内因性ぶど．う膜炎患者161名

と，眼症のないBehget病患者6名を加え，計167名に

ついて研究した．コントロールには，非血縁健康成人を

選び，HLA typingは60名を， Bf typingは71名をおき，

比較した，

 方法

 1． Bf typing

 Teisbergのhigh voltage agarose gel electrophoresis

に準じた手法で，被検血清を泳動後，gel plateのBf領

域に抗C3 proactivator serumを重層し， immuno負xation

を行ない，染色固定後，Alperらに従い， SS型， SF

型，FF型にtypingした．

 2． HLA typing

 Amosのlymphocytotoxic microtechniqueに準じた方

法で行なった．

 研究結果および結論

 1． Bf typingについて

 1） 日本人225名のaHele frequenciesは， Bfs O．836，

BfF O・164でvar量antsは存在しなかった．また，ぶどう

膜炎全体では，コントロールにくらべ，その出現頻度に

有意差はなかった．

 2）ぶどう膜炎を病型別にわけると，肉芽性ぶどう膜

炎患者セこは，非肉芽性ぶどう腹炎患者よりBfFが多い

傾向にあった。

 2。HLA typingについて

 D 全ぶどう膜炎患老のH臥A抗原出現頻度は，コソ

トロ「ルとくらべ特異性はなかった．

 2）ぶどう膜炎を肉芽性，非肉芽性の．病型にわける

と，HLA－B27抗原が非肉芽性ぶどう膜炎患者に高頻度で

あった（Pく0・01）．

 3）疾患別では，Behget病患者にコントロールと比

較してHLA－B5抗原保有率が高く，とくに完全型と強

く相関した（P＜0・01）．非肉芽性急性前部ぶどう膜炎患

者には，HLA－B27抗原が222％と高率に保有され，コ

ントロールおよび他のぶどう膜炎との間に有意差があっ

た．サルコイドーシス患者にも肌A・B5抗原：保有者が

多かった．

 4）HLA－haplotypeはBehget病でHLA－A2－B5， A9一
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B5が有意にコントロールより多く，非肉芽性急性前部

ぶどう膜；炎には，HLA・A－2－827 hapiotypeが強く相関し

ていた．

・3．Bf phenotypeとHLA抗原の関係について

 1）非肉芽性ぶどう膜炎では，HLA－B27－BfFとの間

に相関がみられ，なかでも急性前部ぶどう膜炎に強く連

鎖していた．肉芽性ぶどら膜炎では，H工A－B12・BfFが

多く，非肉芽性ぶどう膜炎との間に有意差をみとめた．

 2）HI・A－haplotypeと13f phenotypeの関連は， Behget

病患者において，HLA－A2－BfSとの問に強い相関がみら

れ，非肉芽性急性前部ぶどう膜炎は，HLA－A2－B27－BfF

と強く連鎖していた．

以上の結果は，内因性ぶどう膜炎の発症に，免疫遺伝的

に，HLA抗原のみでなく，これに連鎖するBf－locusの

関与を示唆するものであった．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は本邦人の内因性ぶどう膜炎におけるproperdin factor Bのphen・type及びHLA抗原を

追究し，これらの特定の型が非肉芽性前部ぶどう膜炎，ベーチェヅト病などに密接な関係をもつこと

を見出したもので，学術上価値あるものと認める．
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